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市
長
に
新
年
度
予
算
へ
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

　

昨
年
12
月
６
日
、
高
槻
市
の
２
０
１
８
年
度
予
算
編
成
と
市
政
運
営
に
つ
い
て
、
濱
田
剛
史
市
長
に
21
項
目
の

重
点
要
望
、
１
０
０
項
目
の
要
望
書
を
提
出
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。
重
点
要
望
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

左から濱田市長、中村団長、宮本、きよた、出町各市議＝昨年12月６日

く
ら
し
や
福
祉
の

　
　
　
　
充
実
を
図
る
こ
と

●
国
民
健
康
保
険
料
を
一
定
程
度
値
下
げ
す
る
こ
と

●
国
民
健
康
保
険
が
大
阪
府
と
の
共
同
運
営
に
移
行
し

て
も
、
加
入
者
の
負
担
緩
和
と
減
免
制
度
の
た
め
に
、

市
独
自
の
予
算
措
置
を
行
う
こ
と

●
水
道
料
金
を
値
下
げ
す
る
こ
と

●「
高
槻
市
み
ら
い
の
た
め
の
経
営
革
新
」に
つ
い
て
は
、

拙
速
に
具
体
化
し
な
い
こ
と
。
特
に
、
現
在
利
用
が

無
料
の
施
設
、
敬
老
パ
ス
の
無
料
制
度
を
守
る
こ
と

●
市
バ
ス
の
民
営
化
を
す
す
め
な
い
こ
と

子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
、

子
ど
も
の
安
全
対
策
を
強
め
る
こ
と

そ
の
他

●
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
統
廃
合
、
民
営
化
は
こ
れ

以
上
行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
市
直
営
施
設
で
の
部

分
民
間
委
託
を
行
わ
な
い
こ
と

●
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
等
の
防
止
の
た
め
に
総
合
的
な
対

策
を
強
化
し
、
就
学
前
施
設
、
学
校
、
児
童
相
談
所
、

警
察
な
ど
と
協
力
し
幅
広
く
取
り
組
む
こ
と

●
35
人
以
下
学
級
の
中
学
校
１
年
生
へ
の
拡
大
を
検
討

す
る
こ
と

●
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅

へ
の
立
入
検
査
を
強
化
し
、
そ
の
結
果
と
是
正
指
導

が
あ
っ
た
施
設
、
指
導
内
容
と
改
善
状
況
を
公
表
す

る
こ
と

●
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
へ
の
補
助
額
の
削
減
を
や
め
、
介

護
予
防
で
の
地
域
支
援
事
業
の
補
助
単
価
を
引
き
上

げ
る
こ
と

●
施
設
入
所
の
障
が
い
者
へ
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
支

給
す
る
こ
と

●
民
間
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料
以
外
の
保

護
者
負
担
は
で
き
る
だ
け
な
く
し
、
少
な
く
と
も
基

準
を
設
け
る
こ
と

●
公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
制
度
を
見
直
し
、
市
民
が
利

用
で
き
る
制
度
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
市
直
営
の
設

置
も
促
進
す
る
こ
と

●
生
産
緑
地
の
指
定
面
積
要
件
を
緩
和
す
る
条
例
を
制

定
す
る
こ
と

●
市
街
化
調
整
区
域
や
農
業
振
興
地
域
の
農
地
を
保
全

す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

●
休
止
中
の
移
動
図
書
館
の
運
行
を
再
開
す
る
こ
と
。

正
規
職
員
の
司
書
を
増
や
す
こ
と

　

要
望
書
全
文
は
日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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12月議会
一般質問

　

高
槻
産
の
木
材
を
地
元

高
槻
の
建
築
物
で
利
用
す

る
こ
と
は
多
種
多
様
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

何
よ
り
も
、
間
伐
材
の

利
用
先
が
確
保
さ
れ
、
山

の
間
伐
が
進
み
ま
す
。
間

伐
が
行
き
届
い
た
山
は
元

気
に
育
っ
た
木
の
根
が
丈

夫
に
張
り
、
保
水
力
も
高

く
、
水
源
の
下
流
で
の
洪

水
、
山
腹
の
崩
壊
や
土
石

流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
起

こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
工
務
店
へ

の
木
造
建
築
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
発
注
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

木
そ
の
も
の
が
持
つ
特

性
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
木

は
空
気
中
の
湿
度
が
増
す

と
、
湿
気
を
吸
い
、
乾
燥

す
る
と
放
出
す
る
、
建
物

日本共産党提案の意見書が全会一致で可決
～意見書の本文～

障
が
い
児
者
福
祉
施
設
整
備

の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

障
が
い
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
何

ら
か
の
社
会
的
支
援
が
な
け
れ
ば
、

い
き
て
い
け
な
い
障
が
い
児
者
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
家
族
に
依

存
し
た
生
活
の
長
期
化
は
、
精
神

的
に
も
経
済
的
に
も
相
互
依
存
を

よ
り
助
長
し
、
障
が
い
児
者
の
自

立
を
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　

多
く
の
障
が
い
児
者
と
家
族
は
、

社
会
か
ら
の
孤
立
と
家
族
依
存
の

中
で
、
生
き
る
基
盤
と
な
る
暮
ら

し
の
場
の
早
急
な
整
備
を
望
ん
で

い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
政
府
に
対
し
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
社
会
資
源
の
拡
充
を
図
り
、

障
が
い
児
者
が
暮
ら
し
の
場
を
自

由
に
選
択
で
き
る
状
況
を
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

２
０
１
７
年
12
月
19
日　
　

　
　
　
　
　
　
　
高
槻
市
議
会

高
槻
産
木
材
、地
元
で
の
利
用
促
進
を

「
木
材
利
用
基
本
方

針
」に
も
と
づ
い
て

大
阪
府
は
木
材
利
用
、

治
山
事
業
に

十
分
な
支
援
を

内
の
湿
度
を
保
つ
作
用
が

あ
り
ま
す
。
湿
度
が
保
た

れ
た
木
造
建
築
の
学
校

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
率
が
低
い
こ
と
が
検

証
さ
れ
て
い
ま
す
（
愛
知

教
育
大
学　

橘
田
紘
洋
名

誉
教
授
）。
ま
た
、
暖
房

の
効
果
が
部
屋
全
体
に
行

き
渡
り
、
足
元
の
冷
え
が

少
な
い
の
で
「
集
中
力
が

落
ち
な
い
」
と
の
検
証
結

果
も
あ
り
ま
す
（
文
部
科

学
省
発
行
『
早
わ
か
り
木

の
学
校
』）。

　

高
槻
市
は
２
０
１
４

年
、「
高
槻
市
木
材
利
用

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、

高
槻
産
材
の
利
用
を
促

進
し
て
い
ま
す
。「
方
針
」

に
も
と
づ
い
て
、
市
が
建

設
す
る
低
層
の
建
築
物

で
、
防
火
上
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
高
槻
産
材
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
建
築
物
で

は
、
安
満
遺
跡
公
園
内
に

建
設
予
定
の
「
子
ど
も
未

来
館
」、
市
民
会
館
建
て

替
え
後
の「
新
文
化
施
設
」

で
高
槻
産
材
が
利
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
に

利
用
を
働
き
掛
け
て
い
ま

す
。
昨
年
度
と
今
年
度
、

幼
稚
園
や
保
育
園
、
介
護

事
業
所
で
床
や
建
具
の
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。「
福
祉
施

設
以
外
に
も
、
病
院
や
診

療
所
、
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ

な
ど
、
各
部
署
が
連
携
し

て
、
幅
広
く
働
き
か
け
、

さ
ら
に
促
進
を
」
と
要
望

し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
は
昨
年
度
か

ら
、
民
間
の
保
育
園
や
幼

稚
園
に
対
し
て
床
や
壁
な

ど
に
地
元
産
材
を
利
用
し

た
際
の
費
用
を
助
成
し
て

い
ま
す
（
助
成
割
合
１
／

２
、
上
限
２
５
０
万
円
）。

高
槻
で
も
先
述
の
幼
稚

園
・
保
育
園
が
助
成
を
受

け
て
お
り
、
地
元
木
材
の

利
用
を
推
進
す
る
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
助
成
金
の
財
源

は
府
民
税
に
年
額
３
０
０

円
を
加
算
す
る
「
森
林
環

境
税
」
で
助
成
は
再
来
年

度
で
終
了
し
ま
す
。「
森

林
環
境
税
」
は
流
木
・
倒

木
対
策
、
間
伐
の
た
め
の

作
業
道
の
整
備
、
林
業
者

育
成
の
財
源
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
市
に
対
し
「
本

来
は
一
般
財
源
で
十
分
な

予
算
を
計
上
す
る
べ
き
。

府
に
要
望
を
」
と
求
め
ま

し
た
。
市
は
「
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
観
点
か

ら
積
極
的
に
治
山
事
業
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
し
て

い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が


